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〔特 別 掲 載〕

僑藩大誌29灘犠、聾喬）

人群皮の結合組織線維：
東京女子医科大学第二解剖学教室（主任 飯沼守夫教授）
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         緒   言

 真皮と表皮との接合部の構造について，古来多くの研

究が報告されている。Herxheimer3）は人皮膚において

真皮に向って突出している上皮細胞の突起と密に連絡し

ている透明な基底膜が表皮の直下に存在することを明ら

かにした。Frieboes2）は表皮の基底細胞と真皮との間に，

銀染色法で染まる細網線維の網工を認めた。Homma4）

は上皮細胞の基底突起と真皮の多くの細網線維との間の

密接な関係について記載した。Szodorayii）は表皮の基

底層と真皮の接合部とにおける細網線維の並幅について

記載し，上皮細胞の基底部の扇状の突起の間に細網線維

が入りこんでいると述べている。Dick1）は基底細胞の形

質突起が細網線維の網工に入りこむのか，或は細網線維

の自由末端が基底細胞の原形質に入りこむのか不詳であ

る点を指摘した。Odland6）は基底糸田胞の形質突起が細

網線維の網工に入りこむことを述べ細網線維はミクロト

ームで切断する角度により，その先端が盲端に終ってい

るかの如く見えるが，実は弓形の連続した線維であるこ

とを述べた。坂田8）は硬口蓋と歯肉との上皮と粘膜固有

層との間の接着部について微細構造を研究し，粘膜上皮

基底部の細胞の形質突起と細網線維の自由終末とは，あ

たかも2個のブラシの剛毛が交互に噛み合うように接着
                       ）していることを認めた。高村・坂田は人処女膜の粘膜12

および食道粘膜9）における此の種の研究をおこなってい

る。かように皮膚或いは粘膜で上皮と結合組織との接着

部の構造に関しては多くの研究がなされているがまだ意

見の一致をみない。本研究は機能的に他の部分とややこ

となる，人包皮における真皮と表皮との接着部の構造を

明らかにせんとして行われた。

       研究材料および方法

 材料は成人包皮で外科的手術により得た新鮮なものを

使用した。採取後ただちに10％ホルマリンにて固定し，

型の如くパラフィンで包埋した。切片は10μから25μ

の厚さで，上皮の表面に対して鉛直および平行に切り，

Weigertのレゾルシンフクシン染色（関1。））， Gomoriの

アルデヒドフクシン染色（Lillie5）），エラスチカ・ワン

ギーソン染色（緒方7）），Papの銀染色（関1。））を行っ

た。

        自 家 所 見

 1，上皮の基底面について。

 真皮と表皮との接着する面において，真皮乳頭は表皮

の基底部の隆起と噛み合うように見える，乳頭は細長く

数も多く，それらの形状，配列は不規則である。乳頭の

部分の真皮と表皮との接着部においては細網線維を認め

る（図1）。表皮の基底細胞は円柱状を呈し，その長軸を

真皮の方に向け細胞の長軸の方向に形質突起をだすが，

突起の形状と長さは一定していない，その先端は扇状又

は筆さきを切ったようになっており，真皮と表皮との境

界で本材料においては基底膜は認められない。有棘細胞

層には多数の細胞闇橋が見られるが，また円柱細胞層に

おいても細胞間橋が認められる。なお基底円桂細胞層に

少数のリンパ球および白血球が見られる。細網線維およ

び弾性線維が上皮細胞の中かまたは闇か，いずれに入る

かを見るために，鉛直および水平断の連続切片として観

察した。図6および図13は基底上皮細胞のほぼ核の中央

における水平断で，細網線維と弾性線維は細胞の中への

侵入を認めない。核より真皮側の水平断では細網線維と

弾性線維は現われるが細胞の中には侵入していない（図

7及び図14）。

 これにより両線維は粗な網工をなして細胞の中に入ら

ず，細胞形質突起の聞に押入っている（図8，図15）。

 2．表皮下における真皮の細網線維について。

 表皮の基底面にPapの銀染色によって紫黒色に染ま

った細網線維を認める。その直下には赤褐色に染まつ

Susumu HOKURA （Second Department of Anatomy， Tokyo Women’s Medical College） ： The fibers

in the human dermis．
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た膠原線維が束をなして粗な網工を呈している。表皮の

基底細胞の細胞形質は黒く点状に染まり核は不明瞭であ

る。真皮乳頭の先端で真皮と表皮との接着部における細

網線維は，細胞形質突起に向って突出し，その形は弓

状，針状，桿状，或はマヅチ軸状等を呈し，細網線維は

乳頭の先端では丈が高いが，上皮の隆起に接する部分は

細網線維の突起が低く数も少ない。乳頭の：先端の細網線

維は切断する方向により，末端は桿状の岩端ではなく連

続した弓形を呈している（図2）。真皮と表皮との接着部

の斜めの切断において，上皮の隆起の近くで真皮が表皮

の中に少しく入りこんだ所では，細網線維の配列は密で

あり，長い線維が枝分かれをして上皮の中に入りこんで、

いる，その先端は弓形又は僧形を呈している（図3）。又

鉛直断で乳頭の先端における細網線維は組な網工をな

し，上皮の中に深く入りこんでいるのを認めた。この線

維は鈎形を呈し終末は鈍い球形を示している（図4）。切

線断において真皮が表皮の中に突出しているところで基

底上皮細胞と真皮との接着部の細網線維は，その先端が

鈍い針状の弓形を呈して線維は連続している（図5）。

 3．表皮下における真皮の弾性線維について。

 上皮の基底面の近くにWeigertのレゾルシンフクシ

ン染色によって暗青紫色に染まった細い弾性線維を認め

る。上皮の基底細胞の細胞形質と核は赤みがかった紫色

に染まっている。然し弾性線維よりも染色性が，はるか

に弱い。真皮と表皮との接着部において細い弾性線維の

層が見られ，真皮の網状層においては太い弾性線維の粗

な欝屈を認める（図9）。乳頭層は主として細い膠原線維

で，これに細い弾性綜維が交っている。弾性線維はその

線維間のつながりが殆んど不規則で染色性が弱く細くて

短かい線維が疎に存在している。弾性線維はこの網状層

では乳頭層よりも，はるかに太く乳頭に向うにしたがっ

て細くなっている。網状層に存在する線維の大部分が膠

原線維で粗大であり，大小の線維束として不規則に走っ

ているが大体において皮膚表面に平行している。弾性線

維は皮膚表面に平行すると共に基底面の膠原線維に対し

て垂直に乳頭の方に走っていることは膠原線維では見ら

れない（図10）。真皮乳頭の先端における真皮と表皮との

接着部の弾性線維の端は盲端に終るかの如く見えるが，

切断する方向によりその先端は盲端でなく弓形を呈して

いる揚合がある（図11）。真皮乳頭の水平断で弾性線維は

基底上皮細胞と真皮との接着部で線状を呈しており，そ

れより基底上皮細胞に向って線維が枝分かれをしている

が上皮の中への侵入を認めない（図12）。

         考   按

 Herxheimer3）は入皮膚において基底細胞の直下に真

皮の結合線維より強く染まり，それと形態的に明瞭に区

別し得る細い線維が存在することを認め，真皮の方に突

出している上皮性線維で密に連絡されたところの透明の

膜が存在することを明らかにした。Frieboes2）は真皮と

表皮の基底層との接着部における細網線維の網工につい

て記載し，上皮細胞の基底部の扇状の突起に細網線維が

入りこんでいて，この線維の交叉が膜と見誤られるので

あると述べている。坂田8）は歯肉と硬口蓋との粘膜で基

底膜は見いだすことが出来ないと述べた。本材料におい

ても坂田の観察と同じく基底膜を認めることが出来なか

った。Szodoray11）は真皮と表皮との接合部に存在する

線維について3種の構造が見られると述べ（1）表皮下層

の細網線維は真皮に発して基底層に平行に走っている。

｛2｝上皮細胞の基底の扇状の突起に細網線維が入りこん

でいる。（3）細網線維は真皮に発し上皮細胞に突起を送

っている。この3者が複雑になって真皮と表皮との接合

をなしているという。坂田8）は硬口蓋と歯肉との上皮と

粘膜固有層との間の接合部について，粘膜上皮の基底細

胞の形質突起と細網線維の自由終末とは，あたかもふた

つのブラシの剛毛が互に噛み合うように接着していたこ

とを認めた。Dick1）は基底細胞の形質突起が細網線維

の網織に入りこむのか，或は細網線維の自由終末が基底

細胞の原形質に入りこむのか不詳であると述べた。本材

料においては真皮と表皮との接着部の細網線維は真皮に

発し，細胞形質突起と交互に噛み合うかどうかは明らか

には認められなかった。Odland6）は人と猿の皮膚におい

て表皮基底細胞の突起に交わる細網線維は盲端に終るよ

うに見えるが，切断する方向によりその先端は盲端でな

く弓形の連続した線維であるという。坂田8）は人，猫およ

び猿の歯肉と硬口蓋の粘膜には，このような弓形の線維

は見られないと述べ，高村・坂田12）も人の処女膜の粘膜

において細網線維の先端は盲端に終っていることを述べ

ている。本材料においては細網線維は坂田・高村が述べ

た如き盲端には終らず，Odlandの述べたと同じく切断

する方向により，その先端は盲端でなく連続した弓形で

あることを認めた。即ち真皮乳頭の先端において細網線

維は連続した弓形を呈しているが，檸状，針状，或はマッ

チ軸状等を呈し，細網線維は乳頭の先端では高いが，上

皮の隆起では低く数も少ない。坂田・高村9）は食道の粘

膜固有層と粘膜上皮との接着部において，粘膜固有層の

細網線維の網工より細い線維が分れ上皮内に侵入し自由

終末をなした時にその盲端に終る線維が分岐しているこ

とを述べている。本材料においても上皮の隆起の近く

で，真皮が表皮の中に隆起した所では細網線維の配列は

密であり長い線維が枝分れをして上皮の中に入りこんで

いる。又鉛直断で乳頭の先端における細網線維は粗な網

工をなし，上皮の中に深く入りこんでいるめを認めた。

その線維は財形を呈し先端は鈍い球形を呈している。

Odlandが皮膚の水平断で表皮と真皮との接合部の構造

を観察したと同じく，人包皮における真皮と表皮との接

着部における細網線維と弾性線維が上皮細胞の中か又は
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聞かいずれに入るかを見るために鉛直および水平断の連

続切片として観察した。基底上皮細胞の核のほぼ中央に

おける水平断では細網線維，弾性線維は細胞の中へ侵入

を認めない。核より真皮側の水平断では両線維は現われ

るが細胞の中へ侵入しない，これにより細網線維および

弾性線維は細胞の中に入らず粗な網工を作り細胞形質突

起の間に押入ってし・る，弾性線維の網工は細網線維の網

工よりも粗大である。真皮と表皮との接着部の弾性線維

は，その先端は本材料において盲端に終るかの如くに見

えるが切断する方向により盲端でなく弓形を呈している

勘合もある。多くの揚合弾性線維は連続していない。弾

性線維の先端と細網線維の先端を比較すると弾性線維の

先端は弓形の角度が大であることを認めた。表皮と真皮

との結合は表皮の隆起と真皮乳頭との噛み合せによる機

械的結合が関係している。この結合は基底上皮細胞の形

質突起によって一層密な状態を呈するものとされてい

る。Dick1）は真皮と表皮との結合には真皮の弾性線維

が開門していないと述べているが，本材料において弾性

胸椎も細網線維とともに関与しているものであると老え

られる。

         結   論

 私は人包皮の真皮と表皮との接着部の結合組織線維を

観察し次の所見を得た。

 1）真皮と表皮との接着する面において真皮乳頭は丈

カミ｝笥く，数も多い0

 2）真皮乳頭の部分において真皮と表皮との接着部に

おいて多くの細網線維を認め，その先端は弓形，桿状，

針状，マッチ軸状等を呈し，これらの細網線維は真皮の

網工より表皮に向って長く突出し，多くのものは連続し

た弓形を呈している。

 3）表皮の隆起における細網線維の高さは真皮乳頭の

部分に存在するものよりも低く，数が少ない。

 4）真皮乳頭の部分における真皮と表皮との接着部に

おける弾性線維は，先端は弓形を呈するものもあり，細

網線維に比較してその角度が大である。

 稿を終るに臨み材料を御恵与下さつた，東京女子医科

大学皮膚泌尿器科学教室梅津助教授の御厚意に感謝し，

御指導御母捷を賜わり，御懇篤な校閲をして頂いた飯沼

守夫教授に深謝する。本論文の顕微鏡写真は写真部小出

矩美代学士により作製されたものである，同氏に心から

感i謝する。
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        附 図 説 明

図1～8．．入包皮のPap銀染色。10％ホルマリン

   固定。

  図1．鉛直断。真皮と表皮との接着部で真皮乳

     頭は表皮胚芽層の中に進入し，乳頭の数

     は多く，細長き乳頭を呈しており，乳頭

     の真皮と表皮との接着部において細網線

     維を認める。

  図2．鉛直断で真皮乳頭の拡大。乳頭の先端で

     真皮と表皮との接着部における細網線維

     は，切断する方向により，その末端は桿

     状の堀端でなく，連続した弓形を呈して

     いる。

  図3．斜断。表皮と真皮との接着部で上皮の隆

     起の近くで，真皮が表皮の中に隆起した
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     所で，細網線維は配列が密であり，長い

     線維が枝分れをして上皮の中に入りこん

     でいる。その先端は弓形或は鈎形を呈し

     ている。

  図4．鉛直断。乳頭の先端における細綱線維は

     粗な網工をなし，紬網線維が上皮の中に

     深く入りこんでいる，それは鈎形をなし，

     先端は鈍い球形を呈している。

  図5．切線断。表皮と真庚との接着部の切線断

     で，真皮が表皮の中に突出している。上

    皮の基底細胞と真皮との接着部の細網線

    維は先端が鈍い針状の弓形を呈し線維は

    連続している。

  図6，上皮の基底細胞の核のほぼ中央における

    水平断で，細網線維の細胞の中への侵入

     を認めない。

  図7．上皮の基底細胞の核より真皮側の水平断

    で，細網線維の基底細胞の中への侵入を

    認めない。

  図8．真皮の水平断で細網線維の網工は弾性線

    維より密である。

図9～10．Weigertのレゾルシンフクシン染色。

   10％ホルマリン固定。

  図9．鉛直断。真皮と表皮との接着部におい

    て，細い弾性線維の層が見られる。真皮

    の網状層において太い弾性線維の粗な網

    工を認める。

  図10．乳頭層は主として細い膠原線維で，これ

     に細い弾性線羅が交っている。弾性線維

    が皮膚表面に平行するとともに基底面の

    膠原線維に対して垂直に長く乳頭の方に

    走っていることは膠原線維では見られな

    い。

図11．エラスチカ・ワンギーソン染色。10％ホルマ

   リン固定。

    鉛直断。真皮と表皮との接着部における

    弾性線維は，切断する方向により，その

    先端は盲端でなく弓形を呈している。弾

    性線維は連続していない。

図12～15．Weigertのレゾルシンフクシン染色。

  10％ホルマリン固定6

  図12．水平断。真皮乳頭で弾性線維は基底上皮

    細胞と真皮との接着部で線状を呈し，そ

    れより上皮に向って線維を出している

    が，上皮の中には入りこんでいない。

  図13．基底上皮細胞核のほぼ中央における水平

    断。弾性線維の基底上皮細胞への侵入を

    認めない。

 図14．基底上皮細胞の核より真皮側の永平断。

    弾性線維の基底上皮細胞への侵入を認め

    ない。

 図15．真皮における水平断。弾性線維は細網線

    維よりも粗な良工を呈している。
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